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我孫子市役所秘書室広報広聴課

⑥市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に(3

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての罵
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章をさだめます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

ひご
は
誇
脱
す
す
す
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▼図1手賀沼沿い斜面林保全対象地区

制定
手
賀
沼
に
残
さ
れ
た
良
好
な
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
「
手
賀

沼
沿
い
斜
面
林
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
条
例
の
内
容
と
毒
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

北
千
葉
導
水
事
業
に
よ
る
手
賀

沼
へ
の
試
験
注
水
が
、
去
る
３
月

聖
日
か
ら
４
月
超
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

北
千
葉
導
水
事
業
は
建
設
省
の

事
業
で
、
利
根
川
の
水
を
布
佐
に

あ
る
第
一
機
場
で
毎
秒
㈹
㎡
く
み

上
げ
、
手
賀
沼
沿
い
の
導
水
管
を

経
て
松
戸
市
で
江
戸
川
に
放
流
す

る
も
の
で
す
。

く
み
上
げ
た
水
の
内
、
毎
秒
最

大
、
㎡
を
浄
化
用
水
と
し
て
、
手

賀
沼
西
端
に
あ
る
第
二
機
場
か
ら

手
賀
沼
に
注
水
し
ま
す
。

今
回
の
試
験
注
水
は
、
水
質
デ

ー
タ
の
分
析
や
施
設
の
機
能
確
認

を
行
う
も
の
で
、
手
賀
沼
へ
は
毎

秒
１
～
５
㎡
を
注
水
し
ま
し
た
。

手
賀
沼
周
辺
の
斜
面
林
は
、
平

成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
に
、
開
発

に
よ
り
約
１
．
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

失
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
斜
面
林
の
多
く

が
市
街
地
に
あ
る
こ
と
、
手
賀
沼

の
眺
望
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
建
築

技
術
の
発
達
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
所
有
者
の
意
向
は
、
平

成
８
年
哩
月
と
、
年
哩
月
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

多
く
の
所
有
者
が
、
斜
面
林
の
保

全
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
も

の
の
、
管
理
鐵
用
と
人
出
不
足
、

ざ
ら
に
相
続
等
に
よ
る
維
持
管
理

の
難
し
ぎ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全
条

例
」
は
、
根
戸
か
ら
日
秀
に
か
け

て
の
、
手
賀
沼
周
辺
の
斜
面
林
約

剣
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
適
用
範
囲
で
す
。

斜
面
林
の
現
状

北
千
葉
導
水
事
業
の
試
験
注
水
が
始
ま
る

北
千
葉
導
水
事
業
の
目
的
は
、

次
の
３
つ
で
す
。

①
手
賀
沼
の
水
質
浄
化

注
水
に
よ
り
、
手
賀
沼
で
の
水

の
滞
留
期
間
が
喧
日
か
ら
約
５
日

間
に
短
縮
き
れ
ま
す
。
現
在
の
年

平
均
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
塑
哩
／
２
が
、
ｍ

哩
〆
２
前
後
に
な
る
と
予
測
さ
れ

汚
濁
の
軽
減
が
期
待
き
れ
ま
す
。

一
方
、
注
水
き
れ
た
水
は
手
賀

川
を
経
て
利
根
川
に
放
流
き
れ
る

今
後
は
、
６
月
ご
ろ
か
ら
注
水

を
再
開
し
、
年
４
回
連
続
的
な
機

能
確
認
を
行
い
、
平
成
狸
年
度
か

ら
本
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
所
有
者
に
新
制
度
の

説
明
を
行
い
、
１
件
ず
つ
指
定
や

こ
の
条
例
は
、
市
が
一
律
に
保

全
地
区
を
指
定
す
る
の
で
は
な
く
ゞ

所
有
者
の
同
意
を
前
提
に
し
て
い

ま
す
。

保
全
の
対
象
を
４
つ
に
区
分
し
、

斜
面
林
の
保
全
と
維
持
管
理
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

同
時
に
所
有
者
に
は
、
伐
採
の

禁
止
や
届
け
出
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。
（
表
１
参
照
）

特
に
、
図
１
中
の
最
重
点
地
区

で
、
保
全
特
別
樹
林
の
契
約
を
選

択
し
た
方
が
、
そ
の
後
、
斜
面
林

を
所
有
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
市
に
買
い
取

り
の
申
し
出
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、

市
民
参
加
に
よ
り
雑
木
林
の
管
理

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

所
有
者
の

協
力
を
得
て
保
全

事
業
の
目
的

条
例
の
考
え
方

0

こ
と
か
ら
、
注
水
初
期
な
ど
に
利

根
川
へ
の
汚
濁
負
荷
を
高
め
な
い

た
め
、
手
賀
沼
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
隣
に
浄
化
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

②
都
市
用
水
の
供
給

江
戸
川
に
、
般
大
毎
秒
知
㎡
の

放
流
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

都
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
の
約
６
７

０
万
人
分
の
飲
み
水
な
ど
を
供
給

し
ま
す
。

③
浸
水
被
害
の
防
止
・

手
賀
沼
流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で

は
遊
水
池
と
し
て
の
働
き
も
し
た

田
畑
が
住
宅
地
と
な
り
、
そ
の
結

果
、
洪
水
被
害
が
起
こ
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
手
賀
川
の
改
修
と
、
既

保
全
契
約
の
同
意
を
確
認
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
所
有
者
の
ご
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
保
全
特
別
樹
林
の
契
約

を
し
た
方
に
、
斜
面
林
の
市
民
開

▼表1 手賀沼沿い斜面林保全条例の制度一覧

鯉 所有権
移転等

区分 対象 期間 助成金額 管理

市街化区域
1㎡当たり60円

調整区域
1㎡当たり40円

固定資産税・
都市計画税額分

所有者

同意による
市民開放

市が下草刈
りなど支援

協議が
必要

申し出
により
買い取り

管理のため

の伐採を

除き禁止

保全特別

樹林

300m

以上
加
年

設
の
手
賀
機
場
に
加
え
、
新
た
に

排
水
機
場
を
設
置
し
、
排
水
能
力

を
高
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

手
賀
沼
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

水
質
汚
濁
の
軽
減
に

引
き
続
き
ご
協
弱
を
一

こ
の
事
業
が
本
稼
働
す
る
と
、

手
賀
沼
や
手
賀
川
の
水
質
は
改
善

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
手
賀
沼
の
水
質
汚
濁

の
主
な
原
因
は
生
活
排
水
で
す
。

油
・
米
の
と
ぎ
汁
な
ど
を
流
ざ

な
い
こ
と
や
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
、
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
協
力
を

ざ
ら
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1㎡当たり30円

固定資産税・
都市計画税額分

放
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

ざ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
下
草
刈
り
・
枝
打
ち
な
ど

の
管
理
や
、
雑
木
林
づ
く
り
を
進

め
、
斜
面
林
の
保
全
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

保全

屋敷林

協議が

必要

200m

以上
加
年

届出 所有者

1㎡当たり30円

固定資産税・
都市計画税額分

協議が

必要

300m

以上
５
年

保全樹林 届出 所有者

’ 協議が
必要

宅地内

樹木

手賀沼沿い

保全樹木
５
年

1本当たり
5000円

届出 所有者

▼手賀沼ビオトープ案内図

手
賀
沼
に
関
す
る
新
し
い
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

利
根
川
か
ら
の
浄
化
用
水
の

注
入
は
、
ワ
ー
ス
ト
ー
返
上
に

向
け
て
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
た
だ
、
注
入
水
量
の

確
保
が
課
題
で
あ
り
、
建
設
省

に
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
を
取
り
巻
く

自
然
全
体
を
再
生
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
近
年
減
少
の
目
立

毛
手
賀
沼
沿
い
の
緑
で
す
が
、

「

ノ

よ
み
が
え
れ
手
賀
沼

市
長
福
彪
州
浩
＃
″

家族て米づくりをしてみませんか

手賀沼ビオトープ手作りゾーン

鵬細鵬鵬鶴集
手
賀
沼
沿
い
の
岡
発
戸
新
田
地

区
に
、
県
の
事
業
に
よ
る
〃
手
賀

沼
ビ
オ
ト
ー
プ
“
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
手
賀
沼
の
水
を
取

り
込
み
、
植
物
な
ど
の
浄
化
作
用

に
よ
っ
て
水
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
一
部
に
、
市
民
参
加
に
よ

る
手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
の
中
の
２
区

画
を
、
米
づ
く
り
を
と
お
し
て
、

自
然
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
学
び

あ
う
場
と
な
る
、
体
験
水
田
と
し

ま
す
。
ご
家
族
で
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方
〈
５
月
空
日
（
士
）
に

田
植
え
を
行
い
、
以
後
毎
月
第
４

土
曜
日
が
作
業
日
と
な
る
予
定
で

す
の
で
、
毎
月
の
作
業
日
に
参
加

で
き
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
〉

▼
募
集
数
如
組
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

マ
参
加
費
無
料

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
、
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
明
記

し
、
５
月
、
旦
月
）
ま
で
に
、
市
役

所
手
賀
沼
課
環
境
保
全
係
賓
芭

１
１
１
１
内
線
５
６
８
へ

新
し
い
条
例
を
活
用
し
て
、
保

全
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
柏
市
、
沼
南
町
と

共
同
で
「
手
賀
沼
を
核
と
し
た

快
適
生
活
空
間
創
造
プ
ラ
ン
」

を
策
定
中
で
す
。
手
賀
沼
一
周

の
遊
歩
道
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が

で
き
る
道
路
の
整
備
な
ど
、
手

賀
沼
を
活
か
し
た
魅
力
的
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
ざ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

、

’

あたたかみのある地域福祉の創造に向けて
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子
ざ
ん
の
琴
と
三
沢
美
佳
き
ん
の
会
實
翌
１
５
３
９

第
加
回
「
福
祉
ま
つ
り
」
が

「
み
ん
な
で
つ
く
る
街
、
共
に
生
き

る
哲
を
テ
ー
マ
に
開
催
き
れ
ま

す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
が
気
軽
に
参
加

し
、
障
害
の
あ
る
方
も
高
齢
の
方

も
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽

し
め
る
催
し
が
磯
り
だ
く
さ
ん
。

「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
昔

な
つ
か
し
い
水
で
つ
ぼ
う
、
折
り

紙
、
紙
芝
居
に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
に
紙
パ
ッ
ク
で
の

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
親
子
で
楽

し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
い
っ

ぱ
い
用
意
し
ま
し
た
。

「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
壊

れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
く
だ
き
い
・

中
央
公
民
館
で
は
、
湯
川
久
美

市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ス
で
市
内
の
公
共
施
設
や

福
祉
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
手

賀
沼
を
船
上
か
ら
視
察
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

な
お
、
当
Ｈ
は
福
鵬
市
長
と

の
懇
談
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
６
月
２
日
（
水
）
午
前

／

施設見学会
参加者編集

第
鋤
回 み

ん
な
で
つ
く
る
街
、

‐

フ
ル
ー
ト
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
福
祉
施
設
、
特
別
斐
謹

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
、
福
祉
作
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
市
民

団
体
な
ど
の
模
擬
店
や
即
売
会
も

あ
り
ま
す
。

福
祉
ま
つ
り
で
、
多
く
の
人
た

ち
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
５
月
胴
日
（
口
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

》
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広

場
、
中
央
公
民
館
（
雨
天
の
場
合

ば
中
央
公
民
館
で
開
催
）

◎
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
和
太
鼓

の
演
奏
、
太
極
拳
、
手
話
ダ
ン
ス

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
視
覚
障
害
者
や

車
イ
ス
、
高
齢
者
介
護
な
ど
）

▼
参
加
費
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議

９
時
犯
分
我
孫
子
駅
北
口
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
集
合
（
時
間
厳

守
）
、
午
後
４
時
加
分
ま
で

マ
見
学
場
所
我
孫
子
駅
北
口

自
転
車
駐
車
場
、
市
民
プ
ラ
ザ
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体

育
館
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

久
遠
苑
、
烏
の
博
物
館
、
手
賀

沼
な
ど

▼
対
象
・
定
員
市
内
在
住
の

方
、
軍
人
（
た
だ
し
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

マ
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
各

自
で
持
参

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
〈
１
枚
に
３
人
ま
で
）

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
吋
鋤

年
齢
、
電
話
番
号
、
「
施
設
見
学

会
参
加
希
望
」
を
明
記
し
、
５

月
砕
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
広
報

広
聴
課
広
聴
係
垂
（
蓮
１
１
１

１
内
線
３
１
１
へ

共
に
生
き
壜
潤

今
年
も
、
福
祉
ま
つ
り
の
会
場

を
出
て
、
障
害
を
も
つ
方
と
市
内

を
巡
る
「
歩
こ
う
会
」
を
企
画
し

ま
し
た
。
あ
な
た
も
一
緒
に
街
へ

出
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
５
月
嘔
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
（
雨
天
中
止
）

▽
集
合
場
所
福
祉
ま
つ
り
会
場

▼
行
程
３
ｍ
お
よ
び
６
町

▼
対
象
市
民
の
方
（
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
）

▼
参
加
費
鉦
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
竃

話
で
５
月
必
日
釜
）
ま
で
に
、
心
身

障
害
者
福
祉
作
業
所
み
ず
き
壷

（
師
）
５
１
７
１
へ

市
で
は
、
５
月
を
快
適
な
環
境

づ
く
り
の
強
化
月
間
と
し
、
犯
日

（
且
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。

今
年
も
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
小
学
校

喝
校
周
辺
の
道
路
上
に
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
清
掃
を

行
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
日
、
自
治
会
等
で
独
自

に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
場
合
、
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

や
盗
源
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
回
収
し
ま
す
。
実
施
さ
れ
る
団

体
は
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
分
別
方
法
空
き
缶
、
空
き
ピ

ン
（
色
分
け
は
不
要
）
、
可
燃
ゴ
ミ

「
歩
こ
う
会
」
に

ご
参
加
を

５
月
は
さ
わ
や
か
環
境
月
間

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
ご
参
加
を

不
燃
ゴ
ミ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
加
旦
木
）
ま
で
に
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
盆
（
師
）
０
０
１
５
へ

、

１
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
シ
Ｉ
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進

ｓ
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
等
無
謀
運
転
の
防
止

４
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

／

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、

5月11日(火)から

20日(木)まで

､

我
孫
子
市
森
林
整
備
計
画
を

３
月
娼
日
に
定
め
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

森林整備計画書が

閲覧できます
伐採届の提出先が
県知事 か ら 市 長 に

運
動
の
目
標

春の全国交通安全運動
迷ったら渡るな走るな次を待て

新
学
期
が
始
ま
っ
て
一
カ
月
。

こ
の
時
期
は
緊
張
感
も
ゆ
る
み
、

交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
頃
で

す
。

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、

も
う
一
度
交
通
安
全
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
大
人

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
手
本

を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
最
近
は
運
転
マ
ナ
ー
の

低
下
が
目
に
つ
き
ま
す
。
雨
の
日

に
歩
行
者
が
い
れ
ば
、
水
が
か
か

こ
の
計
画
は
、
森
林
法
に
基

づ
く
も
の
で
、
計
画
の
期
間
は

平
成
ｎ
年
４
月
１
日
か
ら
加
年

３
月
訓
臼
ま
で
の
、
年
間
。
計

画
諜
は
市
役
所
農
政
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

ま
た
、
森
林
法
の
改
正
に
よ

り
、
地
域
森
林
計
画
対
象
の
民

有
林
の
伐
採
届
は
、
提
出
先
が

従
来
の
千
葉
県
知
事
か
ら
我
孫

子
市
長
に
変
わ
り
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
農
政
課
腱
政

係
雪
芭
１
１
１
１
内
線
５
１

３
~、

自動車税

開3旧まてに’ 』ユーー

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売

な
ど
で
所
有
権
が
売
り
主
に
保
留

さ
れ
て
い
る
場
合
は
買
い
主
）
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
醤
は
、
５
月
７
日
に

発
送
し
ま
す
の
で
、
５
月
訓
日

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願

い
、
事
故
防
止
の
話
や
白
バ
イ
隊

の
模
範
演
技
、
衝
突
実
験
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
雨
天
の
場
合
、
白
バ
イ
隊
、
衝

突
実
験
は
中
止
）

▼
日
時
５
月
８
日
（
土
）
午
前
、

時
犯
分
か
ら
正
午

▽
場
所
市
民
体
育
館

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
誇
察
署

垂
壷
）
０
１
１
０
、
市
交
通
整
備

課
垂
（
芭
１
１
１
１

ら
ぬ
よ
う
徐
行
運
転
す
る
な
ど
、

交
通
マ
ナ
ー
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平養

騨琴日本育英会
灘学
鯰量高校｡高専奨学生を

蕊募集します

１
日
０
９
．
住
■
■
Ｄ
Ｃ
・
・
０
■
６
．
Ｇ
日
■
■
ｇ
合
Ｇ
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
・
凸
■
■
■
ｇ
申
・
■
且
■
８
●
凸
■
■
■
。
。
凸
■
■
■
守
●
凸
■
０
Ⅱ
Ⅱ

親
と
子
の

交
通
安
全
大
会

を
開
催
し
ま
す

（
月
）
ま
で
に
最
寄
り
の
銀
行
・
郵

便
局
・
農
協
等
で
納
税
し
て
く

だ
き
い
。

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
自
動
車
税
事
務
所
壷
０

４
３
（
２
４
３
）
２
７
２
１
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

生
活
の
中
に
、
う
る
お
い
と
活

力
を
得
る
た
め
に
、
自
然
体
験
、

ス
ポ
ー
ツ
、
創
作
活
動
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
「
生
き
生
き
成
人
塾
」

に
参
加
し
、
多
く
の
仲
間
た
ち
と

活
動
を
し
て
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
下
表
参
照

▼
対
象
・
定
員
全
日
程
参
加
で

き
る
方
、
青
春
派
・
悠
遊
派
と
も

先
着
知
人
（
両
方
へ
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
）

▼
費
用
そ
の
つ
ど
実
費
（
教
材

盤
、
保
険
料
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
６
日
（
木
）
か
ら
、
日

（
月
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
流
山
青
年
の
家
生
き

生
き
成
人
塾
担
当
實
聖
２
０
０

４
へ

た
は
高
等
専
門
学
校
へ
進
学
予
定

の
生
徒
を
対
象
に
、
進
学
後
の
奨

学
金
貸
付
を
予
約
す
る
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

》
募
集
対
象
・
人
数
学
力
、
家

計
が
と
も
に
日
本
育
英
会
の
推
薦

基
準
に
合
致
す
る
人
、
全
員

マ
貸
付
月
額
下
表
参
照

▽
貸
付
期
間
平
成
唾
年
４
月
か

ら
正
規
の
修
学
期
間

▽
返
還
方
法
卒
業
後
、
約
ｎ
年

以
内
の
月
賦
・
半
年
賦
等
（
無
利

子
）
。
大
学
等
へ
進
学
し
た
と
き
は

返
還
を
猶
予

▼
申
し
込
み
平
成
皿
年
５
月
か

一
■
■
■
■
●
凸
■
■
■
”
●
・
■
■
■
■
、
一
■
■
■
■
Ｃ
●
■
■
■
■
申
、
日
日
■
寺
■
■
■
二
■
▼
Ｇ
■
■
■
■
・
面
■
■
■
■
早
・
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
日
■
●
■
■
■
■
■
由
。
■
■
■
■
■
の
▲
■
■
■
・
由
凸
■
■
■
ワ
。
■
日
■
９
早
・
・
■
■
且
■
■
▲
■
■
■
■
ｇ
白
土
■
■
■
８

塾
生
募
集

誰
義
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
義
や
心
構
え
、
受
け
入
れ
施
設

と
の
交
渉
等
を
学
ん
だ
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
幻
月
に

体
験
発
一
蚕
云
を
行
い
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
下
表
参
照

▼
定
員
和
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
蜜
無
料
（
昼
食
代
等
は

実
堂

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性

ら
、
中
学
校
の
先
生
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ
日
本
育
英
会
千

葉
県
支
部
垂
０
４
３
（
２
２
４
）

５
３
０
１

▼生き生き成人塾日程▼貸付月額

｜

’

胄春派(20歳~45歳） 悠遊派(40歳~）民
《 ①5月l渦(土)飛んで叩いて1|05月l畑(gt)1111いてIIIいて

（開講式）ターゲット（職式）グラウンド
パードゴルフ ゴルフ

午前10時流!Ⅱ青年の泉典合､洲1200円(昼食､腺|駒､写真代金含む） 成
人
塾

07月38(土）
4H(H)

09月4日(土）
～5H(H)

|||の流れに身をま
かせカヌー体験
旧帰I)で2HII)

時間よ止まれ！

磐聯高原ハイク
(1泊2[I)

ラ
ン
：
テ
イ

復
ハ
ガ
キ
に
「
県
民
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
誹
座
入
門
」
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返

信
用
ハ
ガ
キ
の
表
に
住
所
、
氏
名

を
明
記
し
、
〒
２
７
７
１
０
８
８

２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
ざ
わ

や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
研
修
課
云

（
和
）
８
６
０
０
へ

▼県民のためのボランティア入門講座日程表 011月7H(H)まつりだワッシヨ
イ1もちつき体験

09月268(H)無から有へ個性
づ<I)陶芸体験
（脳!）

－

『

所場テーマ・内容

開識式

ボランティアとは

ボランティア体験の計画

日程

10:00～10:20

10:00～12:00

13:00～15:00

６
月
４
臼
砲

やかちぱ県民プラザさわ
012月4日(土）識ぴ渦って職

（|獺式）んで年忘れ
010M8H(金）有から奥へ個性

発揮陶裟体験
うわぐ十h

($l1")F団6月5日(土)から9月30日(木)までボランティア受け入れ施設でポランテイア体験 (2~6日間）

ｊ

、
月
８
日
唾

艶:亘監::|穂のポ
15:00～15:101閉識式

私のボランティア体験 0lil58(ﾆﾋ)大好きニッポン｜
(M講式）普に淵しもう座やかちば県民プラザさわ

｜

’

高
等
学
校
等

獅
奪
呼
晒

ｷ交

国・公立

私立

国・公立

私立

自宅通学

17000円

29000円

20000円

31000円

自宅外通学

22000円

34000円

21500円

34000円
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．
口
上
唖
画
恥
叩
皿
▽
嶬
窪
酷
葬
錨
恥
帳
」
利
用
く
だ
き
い
◎

寺
ソ
ロ
上
毒
一
Ｆ
画
子
ど
も
の
発
育
に
不
安
が
あ
る
、

鮴
”
だ
零
弾
霊
鋤

耐
」
画
Ⅳ
画
△
″
区
、
▽
ま
だ
歩
け
な
い
等
、
ヶ
‐
ス
ワ
ー

カ
ー
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

育
達
幅
諜
門
Ⅷ

肝
馳
駆
州
エ
ニ
”
り
ぉ
子
ざ
ん
の
発
達
を
促
す
た
め

た
山
口
㎡
』
に
必
要
な
個
別
援
助
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
、
言
語
療
法
士
な

純
剛
〃
し
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
支
援
し
ま

。
』
す
。Ⅱ
通
園
部
門
Ⅱ

簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
「
ひ
ま
基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
に

わ
り
園
」
の
名
称
が
「
こ
ど
も
発
取
り
組
み
、
遊
び
を
通
し
て
一
人

達
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
成
長
を
援
助
し
ま
す
。

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
は
「
子
保
育
士
、
発
達
指
導
員
が
応
援

育
て
」
を
応
援
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
ま
す
。

成
長
や
発
達
に
心
配
の
あ
る
就
学
▼
受
付
時
間
月
曜
か
ら
金
曜
日
、

前
の
お
子
ざ
ん
を
対
象
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

相
談
、
訓
練
、
通
園
指
導
を
行
っ
▼
問
い
合
わ
せ
子
ど
も
発
達
セ

て
い
ま
す
。

ン
タ
ー
（
新
木
１
６
３
７
）
盃

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
こ
ど
も
発
蕊
）
０
４
７
２

ふ
れ
あ
い
工
房
は
、
楽
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
場
。

ご
家
族
で
、
お
友
だ
ち
を
誘

I

、

っ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
日
年
末
年
始
お
よ
び
毎

週
月
曜
日
を
除
く
毎
日

▼
開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
７
時

▽
利
用
方
法
利
用
は
無
料
で

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

工
房
に
直
接
来
て
、
工
房
に
あ

る
粗
大
ゴ
ミ
や
資
源
を
利
用
し
た

り
、
家
庭
の
中
の
直
せ
ば
使
え
る

も
の
を
持
ち
込
ん
で
、
技
術
者

デ
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
工
房
に
備
え
付
け
の
工

具
な
ど
で
、
自
分
で
修
理
・
補
修

し
て
、
持
ち
帰
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
来
館
す
る
の

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
利
用

す
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
ふ
れ
あ
い
工
房

垂
（
妬
）
５
５
０
０

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
来
館
の
際
は
、
バ
ス
、
自

転
車
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

研
修
や
交
流
を
通
し
て
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
国
際
性
豊
か
な
人

材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
千
葉
県

で
は
、
次
代
を
担
う
青
年
リ
ー
ダ

ー
を
中
華
人
民
共
和
国
に
派
適
し

て
い
ま
す
。

▼
派
遣
期
間
９
月
３
日
（
金
）
か

ら
ｎ
日
（
土
）
ま
で
の
８
泊
９
日

▽
派
遣
先
中
華
人
民
共
和
国

（
上
海
亜

▼
交
通
手
段
船
舶

▼
個
人
負
担
８
万
円
（
ビ
ザ
申

請
手
数
料
、
旅
行
保
険
な
ど
）

▼
応
募
期
限
６
月
４
日
釜
）

▽
応
募
資
格
①
生
涯
学
習
推
進

等
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

腿
し
て
い
る
満
犯
歳
以
上
輻
歳
以

下
の
方
で
各
市
町
村
か
ら
推
薦
き

れ
た
方
②
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
、
将
来
、
県
内
各
界
の

▼ふれあい工房アドバイザー来館予定表・5月前期 (◎'午前9時から午後5時ころまで）

｜坐唱唱|＆'舟'臭|&|i':IWIM鴨鶚＃里曹

紬逼靴腫灘鱗難：:：
家具修

◎。◎

AM:嬬蕊零つ;小駕｡具,'｡g｡…ﾛ……品側潮離職翻品

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

４

さ
わ
や
か

。
◎
。
◎
銅
謝

。
◎
。
》
鮒

◎
蝿

休
館
日
側

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
を
学

び
、
実
践
す
る
講
座
で
す
。

▽
日
程
・
場
所
全
体
会
・
・
５
月

知
日
（
且
．
ｎ
月
聖
日
（
日
）
流
山
青

年
の
家
活
動
日
．
：
５
月
訓
日

（
月
）
か
ら
血
月
幻
日
（
土
）
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
場
所

マ
内
容
全
体
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
意
義
と
心
構
え
、
実
践

の
進
め
方
を
学
ん
だ
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
施
設
で
２
日
間

程
度
以
上
の
実
践
活
動
を
行
い
、

ｎ
月
に
活
動
報
坐
呈
云
を
行
い
ま
す
。

マ
対
象
・
定
員
高
校
生
以
上
、

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
と
し
た
識
減
会
で
す
。

▼
日
時
・
場
所
６
月
５
日
（
土
）

午
後
１
時
如
分
か
ら
３
時
如
分
、

中
央
会
館
（
中
央
区
銀
座
２
丁
目
）

▼
演
題
・
講
師
①
日
常
生
活
に

お
け
る
が
ん
予
防
の
方
法
…
長
尾

美
奈
子
（
前
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
発
が
ん
研
究
部
長
）
②
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
考
え
た
、

が
ん
治
療
の
方
法
。
：
海
老
原
敏

（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
長
）

指
導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
満
加

歳
以
上
満
お
歳
以
下
（
平
成
哩
年

４
月
１
日
現
迩
の
方

▼
定
員
①
帥
人
②
２
２
０
人

▼
応
募
要
項
等
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
用
意

▽
問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
生
涯

学
習
部
社
会
教
育
課
ざ
わ
や
か
ハ

ー
ト
ち
ぱ
ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
担

当
垂
０
４
３
（
２
２
３
）
４
０
７
／

０

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

ま
な
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講
座

講
座
生
募
集

市
民
公
開
講
演
会

先
着
和
人

▼
参
加
費
１
７
０
０
円
〈
昼
食

代
２
回
分
、
保
険
料
、
写
真
代

資
料
代
等
）

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

５
月
お
日
（
火
）
ま
で
に
高
校
生
の
方

は
所
属
す
る
高
校
の
校
長
を
通
し

て
、
そ
れ
以
外
の
方
は
直
接
、
〒

２
７
０
１
０
１
５
３
流
山
市
中
１

１
０
流
山
青
年
の
家
指
導
室
霊

（
”
）
２
０
０
４
、
フ
ァ
ク
ス
（
釦
）

２
２
０
３
へ

▼
定
員
先
着
１
０
０
０
人

▼
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
方
法
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
祗

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
１
０
４
１

０
０
４
５
束
京
都
中
央
区
築
地
５

の
１
の
１
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
が
ん
医
療
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
、
フ
ァ
ク
ス
０
３
（
３
２
４
８
）

５
２
６
７
へ

▼
問
い
合
わ
せ
同
チ
ー
ム
足
立

念
０
３
（
３
５
４
２
）
２
５
１
１

含だ倫理文化講演会、
これ

錘輝け！
識ｵｺﾘｰﾜｺの

子どもたち
、と

そは
の 上 上

6

日
本
赤
十
字
社
は
、
海
外
で
の

自
然
災
害
や
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者

の
救
援
・
救
助
活
動
、
国
内
で
は

災
害
援
護
活
動
、
救
急
法
識
習
会
、

献
血
な
ど
の
事
業
を
種
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
査

金
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
社
で
は
、
５
月
・
６
月

を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
、
赤

十
字
を
財
政
的
に
支
援
し
て
い
た

だ
く
赤
十
字
社
員
の
増
強
を
図
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
、
我
孫
子
市
で
は
、
こ
の

連
動
期
間
に
１
２
８
３
万
３
７
円

の
寄
付
と
、
１
万
３
２
３
１
人
の

社
員
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
赤
十
字
運
動
に
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
社

会
係
冥
踊
）
１
１
１
１

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
内
に
あ
る
「
よ
き
」

を
感
じ
る
心
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時
５
月
零
日
（
且
午
後

２
時
犯
分

▽
場
所
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏
市

柏
６
の
２
の
翌

▽
講
師
伊
勢
田
豊

▼
対
象
子
育
て
中
の
親
、
教

員▽
参
加
費
１
０
０
０
円

マ
問
い
合
わ
せ
東
山
貧
型

０
１
７
２

、

子
だ
け
の
す
ば
ら
し
い
擢
吻

51'61"+灘動i間

赤十字運動に

一層のご協力を

零
1

1，

｜ユ

『－

もI

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

５
月
昭
日
（
火
）
か
ら
６
月
ｎ
日

（
金
）
ま
で
、
Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
切
り
替
え

る
た
め
、
貸
し
出
し
を
一
時
、
お

休
み
し
ま
す
。
。

垂
一
》
一
琴
シ
ー
ト
墨
一
言
一
一

６
月
１
日
（
火
）
か
ら
皿
日
（
金
）
ま

で
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
、
そ

よ
か
ぜ
号
が
、
６
月
遍
旦
火
）
か
ら

お
旦
金
）
ま
で
本
館
が
蔽
書
点
検

の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た
め

休
館
し
ま
す

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

、

あび 一
」 一h

図
書
館
一

だ
よ
り

垂
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
諏
）
３
０
５
５

壷
（
串
）
１
３
１
１

垂
（
訂
）
０
９
０
９

可

五
月
に
入
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の

林
で
薄
紫
色
の
長
い
花
房
を
垂
ら

し
た
フ
ジ
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
花
は
蝶
型
で
、
花
房
の
付
け

根
か
ら
先
端
へ
向
か
っ
て
順
番
に

咲
き
ま
す
。
つ
る
状
の
茎
は
木
な

ど
に
絡
み
つ
き
、
高
い
所
へ
登
っ

て
枝
葉
を
広
げ
ま
す
。

つ
る
の
巻
き
方
は
一
定
で
、
ヤ

マ
フ
ジ
は
先
端
か
ら
見
る
と
左
巻

き
で
す
が
、
ノ
ダ
フ
ジ
は
時
計
の

▼
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
．
：
５
月
、
旦
木
）
＊
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：
．
５
月

Ｂ
旦
木
）
・
幻
日
（
木
）
＊
湖
北
台

分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）
：
．
５
月

畔
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
如

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

:離脅そよかぜ号5月の日程(荒天中止， ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

曜日｜日 場 所

湖 北 地 区 公 民 館

中 峠 亀 田 谷 公 園

柴崎台4号公園

身体障害者福祉センター

新木北公園

久寺家あけぼの公園

旧東急ショッピングセンター製

三洋電機社宅入口

カクライ家具駐車場

台田池尻公園

天王台東児童公園

浅野谷3号公園

根戸近隣センター

旧東急ショッピングセンター製

｜
却
吋
》
《
掴
岬
一

、
ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
鐸
。
０
５

後
５
４
心
叫
心
叫
心
刈

午
ｌ
２
４
２
４
２
４
２

ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一

問
０
０
０
０
０
０
０
０

時
哩
到
却
却
却
却
和
掴

雷
■
宮
彦
ｌ
Ｄ
ｈ
Ｂ
二
一
一
二
』

水 19

ダフジ
(まめ科）

ノ

’
木 20

７
・
罰

金

ノ

針
と
同
じ
右
巻
き
で
す
。

大
正
時
代
、
我
孫
子
に
住
ん

ふ
じ
づ
る

だ
志
賀
直
哉
は
、
藤
蕊
の
巻
き

方
を
蝿
紺
に
し
た
短
編
小
説

「
矢
島
柳
篁
を
醤
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
に
は
岡
発
戸
の
「
滝

前
不
型
が
出
て
き
ま
す
。

つ
る
は
伸
び
て
絡
む
も
の
が

な
い
と
垂
れ
下
が
り
ま
す
。
つ

る
や
花
穂
が
逆
さ
に
垂
れ
る
と
、

花
や
葉
は
上
下
、
表
裂
が
逆
に

な
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し

か
し
観
察
し
て
み
る
と
、
花

や
葉
の
柄
が
百
八
十
度
よ
じ

れ
て
正
常
位
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

く
た
び

章
臥
れ
て
宿
借
る
こ
ろ
や

藤
の
垂
芭
蕉

（
文
・
写
真

佐
久
間
俊
行
）！

＊
秋
果
…
桑
山
孝
子
猿
互

＊
早
春
の
風
景
…
坂
田
良
子
（
つ

く
し
野
）

＊
オ
ラ
ン
ダ
の
春
：
・
鈴
木
裕
子

（
布
佐
平
和
台
）

＊
湖
畔
…
牧
島
和
美
韮
木
）

＊
大
正
池
…
筒
橘
束
二
（
湖
北
倉

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
書
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

＊
か
な
３
点
・
・
・
中
村
松
仙
（
布
佐

平
和
台
）

▼
展
示
期
間
両
館
と
も
５
月
廻

旦
水
）
か
ら
知
日
（
且

２
６

１
．
２

水 力
｜
台

幅
・
幻

木

ﾖ
科
・
配

金

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

お
は
な
し
会



(4)録び
；＝＝

＝
ロ
言 1999.5.1第996

玉
副
一

歯
科
疾
患
（
む
し
歯
や
歯
周
疾

患
）
予
防
の
正
し
い
知
識
を
広
く

普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
歯

の
健
康
が
優
れ
て
い
る
親
子
を
募

集
し
ま
す
。
お
子
ざ
ん
と
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方
で
、

平
成
、
年
５
月
１
日
か
ら
皿
年
４

月
知
日
ま
で
に
、
３
歳
児
歯
科
健

康
診
査
を
受
け
た
子
と
そ
の
親

（
親
は
治
療
済
み
で
あ
れ
ば
可
）

▼
日
時
６
月
型
日
（
木
）
午
前
、

時
毎
分
か
ら
ｎ
時
巧
分
受
付

▽
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
６
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ
．

８
０
ク
責
Ｕ
運
動
普
及
Ｊ

一
作
文
・
標
語
を
募
集
一

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
は
、
釦
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
和
本
以
上
保
つ
こ
と

を
目
標
に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を

広
く
一
般
に
普
及
き
せ
、
歯
科
疾

患
（
む
し
歯
・
歯
周
疾
患
）
の
予

防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

に
作
文
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
き
い
。

※
優
秀
者
は
表
彰
し
、
県
へ
推
薦

し
ま
す
。

臼
凸

5月の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

・持参健康保険証と診療費 健康

ガイド〆

《
普
及
作
文
》

▽
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤

で
加
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法
縦
書
き
の
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
に
作

文
、
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
送
付
先
へ
郵
送

《
普
及
標
語
》

▼
応
募
資
格
県
闇
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▽
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
標
語

（
１
枚
１
点
）
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
送
付
先
へ
郵
送

▼
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
作
文
、

標
語
い
ず
れ
も
６
月
７
日
（
月
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の

廻
の
唾
保
健
セ
ン
タ
ー
賞
翫
）
１

１
３
１
へ

一
妊
婦
の
た
め
の

巽
幽
封
科
幸
踊
嬉
渥
合
云

初
妊
婦
の
方
を
対
象
に
、
妊
娠

中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の
歯

を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
５
月
加
日
（
木
）
午
後
１

時
犯
分
か
ら
３
時
（
参
加
饗
無
料
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
戸
口
勇
（
我
孫
子
市
歯

科
医
師
会
）

▼
定
員
先
着
犯
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
⑲
旦
水
）
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

す
こ
や
か
栄
養
教
室
一

新
婚
家
庭
の
主
婦
・
妊
婦
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
５
月
加
日
（
木
）

午
前
９
時
喧
分
受
付
、
９
時
輻
分

か
ら
正
午
、
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
先
着
犯
人

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
に
ぎ
り
等

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
貧
諏
）
１
１
３

１
へ一

制
醗
鋤
鍵
Ⅲ
訓
競
難

①
介
護
教
室

▼
日
時
⑳
５
月
お
日
（
火
）
か
ら

丞
日
（
金
）
②
６
月
嘔
日
（
金
）
、

い
ず
れ
も
午
前
９
時
如
分
か
ら
午

後
３
時
犯
分

▼
内
容
家
庭
で
の
病
人
の
介
護

の
し
か
た
、
病
気
の
予
防
法
な
ど

▼
対
象
・
定
員
全
日
程
に
出
席

で
き
る
方
、
先
着
、
人

▽
参
加
費
６
０
０
円
〈
た
だ
し
、

②
は
無
料
〉

②
救
急
法
講
習
会

▼
日
時
５
月
加
日
（
木
）
、
６
月

型
日
（
火
）
、
い
ず
れ
も
午
前
８
時

犯
分
か
ら
午
後
４
時
如
分

▼
定
員
先
着
知
人

▼
参
加
費
１
０
０
０
円

▼
場
所
①
②
い
ず
れ
も
成
田
赤

十
字
病
院

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

成
田
赤
十
字
病
院
医
療
社
会
事
業

部
垂
０
４
７
６
（
空
２
３
１
１
へ

一
揃
諏
鮒
晄
號
棚
報
岬
耐

け
つ
し
ぷ
ぅ

４
月
１
日
か
ら
、
血
漿
成
分
献

血
、
全
血
献
血
（
２
０
０
．
４
０

０
唾
の
上
限
年
齢
が
、
の
歳
ま’｜

’

5月の各種健診と健康教室

保健センター湖北台1の12の16恋(87)1131

で
と
な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、
函

歳
以
上
の
献
血
は
、
の
～
酔
歳
ま

で
に
献
血
経
験
あ
る
方
に
限
る
）

神
経
難
病
相
談

▼
日
時
・
場
所
６
月
、
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
柏
保
健
所

▼
対
象
し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
力

が
入
り
に
く
い
、
歩
き
づ
ら
い
等

の
神
経
症
状
で
お
悩
み
の
方

▼
申
し
込
み
電
話
で
５
月
叫
日

釜
）
ま
で
に
柏
保
健
所
疾
病
対
策

班
賞
ｇ
１
２
５
５
へ
（
予
約
制
）

調
理
師
試
験

▼
日
時
・
場
所
７
月
喧
日
（
木
）

午
後
１
時
如
分
、
幕
張
メ
ッ
セ

マ
願
書
配
布
期
間
・
場
所
５
月

６
日
（
木
）
か
ら
迦
日
（
金
）
、
柏
保

健
所
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
受
験
料
６
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５

月
酔
日
（
月
）
か
ら
丞
日
（
水
）
ま
で

に
、
柏
保
健
所
地
域
指
導
班
云

（
α
１
２
５
５
へ
持
参

項目 ’

’ ’
内容（その他）時間 対 象期日

’
受付
9:15～9:30

ビデオ・助産婦の話、お産の経過
家族計画など（電話で予約）

父親･母親になる
方･家族の方しあわせ学級 21B

’ |麓…｡’
持参･･･母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(7日)、歯ブラシ(14日）
（電話で予約）

受付
9:15～9:30母 親学級 7日､l4日

一一

平成10年12月生まれ
（対象児に通知）

身体測定、栄養･歯科･育児相談なと
持参…母子健康手帳、バスタオル等

11日､18日
25日

受付
9:15～9:45

4カ月児相談

じ
か
せ
ん

耳
の
下
の
部
位
（
耳
下
腺
の
あ

る
と
こ
ろ
）
が
腫
れ
て
痛
む
病
気

に
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
が
あ
り
ま
す
。

流
行
性
耳
下
腺
炎
、
ム
ン
プ
ス
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
伝
染
性
の
疾

患
で
、
患
者
の
多
く
は
幼
児
か
ら

学
童
で
す
が
、
以
前
に
予
防
接
種

を
せ
ず
慰
琴
た
こ
と
が
な
け
れ
ば

成
人
に
も
発
症
し
ま
す
。

け
ん
た
い

症
状
は
、
食
欲
不
振
や
倦
怠
感

し
ゅ
の
う

を
伴
っ
て
耳
下
腺
部
の
腫
鵬
（
腫

れ
る
こ
と
）
が
み
ら
れ
、
も
の
を

飲
み
込
む
と
き
に
、
そ
の
部
分
の

痛
み
が
あ
り
ま
す
。
厳
密
に
は
、

醒
艤
（
霊
を
簑
分
挙

る
器
官
）
の
炎
症
で
す
か
ら
、
耳

身体測定､栄養･歯科相談､育児相談
持参･･･母子健康手帳

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

受付
9:15～10:00育児相談

健
康
メ
モ
、
お
た
ふ

19日

〆
…
夢

･平成10年11月以前生まれで1回目を受ける方
崎平成11年2月9日以前に1回目を投与した方．
母子健康手帳､予診票(予防接種ノートに添付)､体温計

11日

25日

持参．

小児マヒ生ワクチン
(ポリオ)投与

や

受付
13:15～14:15

l旧､25日

受付
9:15～10:00

平成9年10月生まれ
(対象児に通知）

持参･･･母子健康手帳健診票､歯
ブラシ（親と子）1歳6カ月児健康診査’’6日､13日

＠

’
持参…母子健康手帳､通知ハガキ、
歯ブラシ(親と子)､コップ、タオ
ル’

‘
受付
9:15～10:30

平成8年9月生まれ
（対象児に通知）2歳8カ月児歯科検診 20日

’

|‘日､13日|謡-"01｜謡-"’6日､13日 瀞鯉臘辨雲蕊零鴬騨髪蕊臘ア3歳児健康診査

お
た
一
ふ
く
か
ぜ

が
つ
か
せ
ん
ぜ
っ

下
腺
の
部
位
以
外
に
顎
下
腺
や
舌
罹
れ
ぱ
、
二
度
と
罹
る
こ
と
は
あ
一

か
せ
ん

下
腺
の
部
位
（
顎
の
下
に
あ
り
ま
り
ま
せ
ん
。

す
）
も
腫
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
通
常
、
前
述
一

唾
液
腺
の
腫
膿
の
多
く
は
、
両
側
し
た
よ
う
な
経
過
で
治
癒
し
ま
す
一

（
一
方
が
腫
れ
、
片
方
が
数
日
後
が
、
ま
れ
に
い
く
つ
か
の
合
併
症
一

に
腫
れ
て
く
る
こ
と
が
多
巴
で
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
代
一

寡
、
衝
の
み
の
こ
と
も
あ
り
雷
な
も
の
は
、
撰
誓
藷
一

ま
す
。
多
く
の
患
者
は
５
～
７
日
炎
で
す
。
発
熱
と
と
も
に
頭
痛
・
一

は
き
け

で
軽
快
し
ま
す
が
、
唾
液
腺
の
腫
嘔
気
が
経
過
中
に
み
ら
れ
た
ら
、
一

膿
は
１
～
２
週
間
位
続
く
こ
と
が
髄
膜
炎
が
疑
わ
れ
ま
す
。
睾
丸
炎
一

あ
り
ま
す
。
発
熱
は
ふ
つ
う
み
ら
に
な
る
と
、
睾
丸
の
腫
鵬
・
痛
み
一

れ
ま
す
が
、
通
常
数
日
で
解
熱
し
が
み
ら
れ
ま
す
。
思
春
期
以
降
の
一

ま
す
。
治
療
は
痛
み
や
熱
に
対
す
男
児
・
男
性
が
罹
っ
た
と
き
は
要
一

る
対
症
療
法
が
主
体
で
す
が
、
腫
注
意
で
す
。
上
記
の
よ
う
な
症
状
一

れ
も
ひ
ど
く
熱
の
あ
る
と
き
は
安
が
経
過
中
に
み
ら
れ
た
ら
、
医
師
一

静
に
し
て
く
だ
き
い
◎
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一

患
者
の
唾
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
現
在
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
一

飛
沫
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
染
が
接
種
は
任
意
接
種
で
有
料
で
す
。
一

起
き
ま
す
。
感
染
し
て
か
ら
約
２
希
望
が
あ
れ
ば
か
か
り
つ
け
の
医
一

週
間
後
に
発
症
し
ま
す
。
耳
下
腺
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

が
腫
膿
し
て
い
る
間
は
他
人
に
感
▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

染
さ
せ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
度
会
實
錘
５
５
２
５

離乳食教臺|畑|調-!"01乳嘱を繍つ織親 ’簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先着20人）

l旧､188
25日

受付
13:00～l3:30

肩こり腰痛予防の体操、栄養の話、歯の話なと
持参･･健康手帳、体操の’できる服装肩こり。腰痛教室

栄養相談｜
酒害相談｜
ｱﾙｺーﾙ家撤室’

I
電話で予約|指導を受けたい方|ｶﾛﾘーﾁｴﾂｸ､献立~F珂頁栄養相

酒害祁

鵬
一
旧
一
叩 |…"|礁隙|撫嫡穂“ ’

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)盆(67)1255５
’
｝
．

’ ’ ’
発達心理相談員･保健婦の相談・
指導電話で予約(地域指導班）
｜
’

発達の遅れが心配
な2歳までの子

乳幼児発達相談 27日 l3:00～15:30

療青相談|”日II*0' 整形外科医の診察､保健婦の相談
指導持参･･･母子健康手帳

整形外科的に心配
な18歳未満の子

腰 ’
糖神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ柵ごと桶 '8日 14:00～16:00

7日､14B
2旧､28日

精神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

繍神病、輔神神経
症で悩んでいる方

康相談 14:00～16:00

一｡■■l■■■の一●－缶一●一●ー甲一m一●一■ー■一■ーゆ－●ー●ー●一■ー＆一の一凸一■－由一由一凸一■一口－｡■■■■■凸一毎一ケ－●一○一■一

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
赤
ち
ゃ
ん
用
イ
ス
（
ハ
イ
＆
ロ

ー
チ
エ
ア
ー
）
〈
佐
藤
實
塾
７

３
９
８
＊
ピ
ア
ノ
の
補
助
ペ
ダ

ル
〈
三
好
雲
記
）
３
８
２
７
〉

▽
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
へ
の
掲
赦
申
し
込
み
は
、

電
話
で
商
工
観
光
課
消
蕃
措
導
係

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-1192我孫子1858市役所広報広聰課

④
⑤
③
信
鰯
③
⑪
②
⑪

短歌 俳句
山本寛太選 竹内旦選

椰
子
の
実
の
下
に
眠
れ
る
戦
友
の
洞
窟
の
口
に
香
を

た
む
け
る
松
浦
白
梅

奉
窒
ま
み
ら

う
づ
ま
き
て
天
路
さ
し
ゆ
く
鶴
の
群
れ
に
手
を
振
り

て
を
り
点
と
な
る
ま
で
津
村
阿
里

古
書
店
の
百
円
本
の
棚
に
あ
る
わ
が
初
の
著
瞥
も
世

紀
の
遺
物
廠
瀬
正ひと

春
う
ら
ら
皇
居
御
苑
の
を
ち
こ
ち
に
お
国
言
葉
の
女

ら
働
く

東
海
林
詳
和

み
ぎ
は
か
へ

水
際
な
る
蛸
蟠
の
卵
に
春
日
さ
す
孵
る
日
来
る
や
か

す
か
に
動
く

川
上
進
也

白
鳥
の
呼
び
蚕
ふ
声
の
聞
え
く
る
冷
き
風
吹
く
沼
辺

に
立
て
ば

小
出
礼
子

め
せ
ん

「
雑
草
と
い
ふ
名
の
草
は
無
き
」
と
愛
で
ら
れ
し
先

て
い帝

偲
び
つ
つ
独
り
草
抜
く

馬
場
千
鶴
子

山
桜
ひ
と
も
と
残
る
布
施
の
な
だ
り
に
か
た
く
り
の

花
を
ち
こ
ち
に
咲
く

鈴
木
藤
枝

い
く
ば
く
か
残
る
命
を
慎
し
み
て
生
き
ん
と
恩
ふ
梅

咲
怨
既

木
村
梅

ひ
と
ひ

》
雲
榊
詐
言
の
葉
も
な
く
書
を
読
み
て
一
日
過
せ
り

小
林
直
江

な
ん
め
い
と
も
と
ぺ
ら

南
漠
に
眠
る
戦
友
あ
り
海
桐
咲
く

ゆ
る
や
か
に
職
瞳
あ
た
り
稗
織
舜

鬘
窪
の
く
も
り
琴
日
露

こ
。
つ
み
で
？

高
楼
に
鳥
の
観
察
と
り
く
も
り

は
く
ぼ
た
ん

白
牡
丹
重
き
ほ
ど
き
て
崩
れ
け
り

か
き

雪
柳
垣
に
群
が
り
踊
り
を
り

野
遊
び
の
大
き
な
握
り
飯
を
割
る

野
ご
ｌ
』
癸
智

亡
き
母
の
挿
木
の
椿
咲
き
に
け
り

雪
柳
枯
山
水
の
端
に
咲
き

は
つ
う
叢

初
午
の
出
店
が
逃
げ
る
通
り
雨

母
の
杖
ぽ
つ
ん
と
遮
り
花
の
昼

一
筋
の
風
走
り
た
る
岬
畔
の
水

へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
。

マ
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
学
習
器
具
な
ど
、

主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消

蜜
財
で
す
。
衣
類
、
自
動
車
、
生

き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
容

（
路
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

松
浦
白
梅

田
中
栄
太
郎

篠
田
ま
さ

渋
谷
多
佳
子

壁
谷
千
鶴
子

宮
腰
多
加
雄

川
上
進
也

山
口
魁

中
野
武

高
田
忍

青
山
陽
子

高
橋
喬

－

目

2日

3日

4日

5日

9日

16日

23日

30日

病。医院名

我孫子東邦病院

我孫子聖仁会病院

ｱピｺ外科整形ﾀﾄ科病院

我孫子つくし野病院

ｱｺ外科整形外科病院

佐藤内科医院

平和台病院

我孫子聖仁会病院

星野医院

我孫子つくし野病院

岡野内科医院

電話

82-8166

88－3111

84-7321

84-2211

84-7321

88-0934

89-1111

88-3111

88-2248

84-2211

88-7770

休日救急歯科診療所（市民会館内）

日曜。休日の午前
9時から11時30分

恋(84)1311
(時間内のみ）

夜間に急病のときは

誰溌恐(8ﾌ)1141
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▼
申
し
込
み
方
法

①
す
こ
や
か
学
級
に
応
募
き
れ
る

方
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
学
級
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
寵
話
番
号
を
明
記
し
、
５

月
ｎ
日
（
火
・
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
７
０
１
１
１
２
２
中
里
副

の
３
湖
北
地
区
公
民
館
實
理
４

４
３
３
へ

②
お
母
さ
ん
の
子
育
て
学
習
室
、

③
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
に

応
募
さ
れ
る
方
は
、
砺
話
ま
た
は

、

斗
蹴
卿

卦
ソ
蹄
婚

、
ノ
獺
モ

釦
繍
排１

『
斜
し
即
フ

鴎
離
賊

一
岬
蹄

干
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、

県
民
の
日
を
記
念
し
て
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
楽
し
み
く
だ
き
い
。

〆
倖
旧
時
６
月
喝
日
（
日
）
午
後

、
〆
心
豊
か
に
学
ぶ
人
生
を
』

▼
学
習
日
５
月
訓
日
か
ら
平
成
ｎ
年
３
月
ま
で
の
主
に

第
３
金
曜
日
、
午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｕ
時
犯
分

▼
学
習
場
所
中
央
公
民
館

▼
対
象
昭
和
９
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

▼
定
員
和
人
（
長
寿
大
学
・
す
こ
や
か
学
級
の
修
了
者

は
不
可
）

▼
参
加
費
１
０
０
０
円

今
申
込
先
湖
北
地
区
公
民
館

入 公
民
館
学
級
の
受
講
者
を
追
加
募
集
し
ま
す

す
こ
や
か
学
級

心
豊
か
に
学
ぶ
人
生
を

可

フ
ァ
ク
ス
で
、
学
級
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

祗
話
番
号
、
②
を
受
誰
き
れ
る
方

は
お
子
ざ
ん
の
生
年
月
日
、
③
を

受
誰
き
れ
る
方
は
職
業
・
学
校
名

（
学
年
）
を
明
記
し
、
５
月
８
日

（
土
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
實
堅

０
５
１
５
、
フ
ァ
ク
ス
（
狸
）
０
５

１
１
へ

※
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
（
休
館
日
の

月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
市
民
会
館

▼
出
演
指
揮
；
林
紀
人
演

奏
…
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

▼
演
目
交
響
曲
第
３
番
変
ホ

長
調
「
英
雄
」
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
）
ほ
か

▽
入
場
料
無
料
（
事
前
申
し

込
み
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
で
２
名
入

場
可
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
面
に
宛
先
を
明
記

し
、
５
月
犯
日
（
金
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
１
０
０

１
３
千
葉
市
中
央
区
中
央
４
の

週
の
丞
県
教
育
庁
文
化
課
「
県

民
の
日
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
係
」

壷
０
４
３
（
２
２
３
）
４
１
２

７
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

、

１
時
如
分
開
場
、
２
時
開
繊

青
年
海
外
協
力
隊
隊
員
募
集

印
力
国

あ
な
た
の
技
術
・
情
熱
を
海
外
へ

▼
派
遣
前
訓
練
約
即
日
間
（
語

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
、
▽
場
所
松
戸
市
勤
労
会
館
学
訓
練
、
交
通
安
全
識
座
等
）

ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
中
南
米
、
▽
内
容
帰
国
隊
員
の
現
地
で
の
▽
派
遣
期
間
原
則
と
し
て
２
年

大
洋
州
お
よ
び
東
欧
諸
国
の
国
づ
体
験
報
告
、
応
募
要
領
の
説
明
、
間

く
り
に
協
力
す
る
青
年
の
海
外
ボ
個
別
相
談
等
▽
待
遇
等
現
地
生
活
費
は
青
年

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
◎
隊
員
応
募
要
領
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
負
担

あ
な
た
の
技
術
、
経
験
、
情
熱
▽
資
格
加
歳
以
上
調
歳
ま
で
の
▽
募
集
期
限
５
月
諏
旦
月
）

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
国
籍
を
持
つ
健
康
な
男
女
※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県

▼
説
明
会
日
時
５
月
ｎ
日
（
火
）
▽
募
集
人
員
約
１
４
０
職
種
、
社
会
部
青
少
年
女
性
課
念
０
４
３

午
後
６
時
犯
分
か
ら
８
時
”
分
約
８
０
０
人
、
派
遮
予
定
国
は
約
（
２
２
３
）
２
３
９
６
へ

|雇用保険の失業給付など

’
『
〆
水
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
』
／

▼
学
習
日
５
月
型
日
、
６
月
厄
日
、
妬
日
、
７
月
、
日

の
い
ず
れ
も
土
曜
日
（
全
４
回
）

▼
学
習
場
所
中
央
公
民
館
・
湖
北
地
区
公
民
館
・
市
内

施
設
（
手
賀
沼
船
上
見
学
を
含
む
）
ほ
か

▼
対
象
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
犯
人

▼
参
加
費
４
０
０
円
（
材
料
費
は
別
途
）

今
申
込
先
中
央
公
民
館

、

入
「
〆
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
子
育
て
を
Ｌ
一

▼
学
習
日
５
月
か
ら
主
に
第
１
．
３
木
曜
日
、
午
前
岨

時
か
ら
正
午
（
全
ｎ
回
）

▼
学
習
場
所
中
央
公
民
館

▼
対
象
満
３
歳
（
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
）
か
ら

就
学
前
の
幼
児
を
持
つ
保
護
者

▼
定
員
犯
人

▼
参
加
費
１
０
０
０
円

▼
申
込
先
中
央
公
民
館

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
幼
児
の
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
の
こ
と
（
満
２
歳
以
上
）

※
子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
子
ど
も
の

〆
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
の
こ
と
、

’

ハローワーク
アンサーが
お答えします

ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

水
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

さ
ん
の
子
育
て
学
習
室

て
み
ま
せ
ん
か
子
育
て
を

溢叫3(242)1155

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）
で
は
、
求
職
者
や
事
業
主

の
方
か
ら
の
雇
用
保
険
の
各
種
給

付
金
や
助
成
金
、
公
共
職
業
安
定

所
の
所
在
地
等
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

日
曜
・
祝
祭
日
な
ど
聖
時
間
ご
案

内
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

、_ノ
ノ

ま
す
。お

問
い
合
わ
せ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ド
番
号
が
あ
り
ま
す

の
で
、
音
声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て

操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
県
商
工
労
働

部
職
業
安
定
課
霊
０
４
３
〈
２

２
３
）
２
７
６
７

|鍵.~零~~．
？蛾ITR
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日h戸

繍
愚一坤

再li
bL

内
県
立
関
宿
城
博
物
館
▼

あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

6１
１ 県立手賀の丘少年富然の家県

立
関
宿
城
博
物
館

バークフエスタ
＝遊学の里＆どんぐり祭り＝

柏
市
に
隣
接
す
る
根
戸
字
根
切

地
区
で
は
、
市
の
保
存
緑
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
山
林
（
約
８
０
０

０
㎡
）
を
、
所
有
者
と
周
辺
住
民

で
組
織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
協
力
し
て
、
下
草
刈
り
や

◎
子
ど
も
博
物
館
教
室
〃
高
瀬

船
に
乗
っ
て
関
宿
城
を
見
よ
う
〃

▽
日
時
・
集
合
場
所
５
月
型
日

王
）
午
前
、
時
、
境
河
岸
（
当
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
渡
し
船
に
乗
っ
て
、
関

宿
城
博
物
館
や
利
根
川
・
江
戸
川

》
日
時
・
場
所
①
５
月
２
日

（
旦
手
賀
の
丘
公
園
②
８
日

（
土
）
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
、

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
（
参

加
没
無
料
）

▽
内
容
①
模
擬
店
、
腱
産
物

販
売
、
山
野
草
の
展
示
な
ど

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
文
化

活
動
の
発
表
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ッ
の
体
験
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
冥
皿
）
１
９
２
３

根
戸
ミ
ニ
市
民
の
森
保
全
協
力
会

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
森
を
保
全

あ
び

｜こ

あ
れ

木
の
葉
さ
ら
い
、
枯
れ
枝
処
理

な
ど
の
管
理
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
（
写
真
）

山
林
は
、
所
有
者
の
ご
厚
意

に
よ
り
周
辺
住
民
に
開
放
さ
れ

通
称
「
ミ
ニ
市
民
の
森
」
と
呼

ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
所
で

根
戸
第
二
上
・
下
町
会
の
有
志

で
結
成
さ
れ
た
「
根
戸
ミ
ニ
市

民
の
森
保
全
協
力
会
」
の
皆
さ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
緑
の

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

代
表
の
西
尾
功
ざ
ん
は
作
業

の
手
を
休
め
、
「
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
長
く
続
け
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

の
分
流
点
な
ど
を
眺
め
、
関
宿
の

歴
史
や
文
化
を
学
び
ま
す

▽
定
員
先
着
知
人

〉
参
加
費
大
人
２
５
０
円
、
小

学
生
以
下
１
５
０
円
（
乗
船
料
お

よ
び
保
険
料
）

▽
申
し
込
み
方
法
遜
話
ま
た
は

直
接
当
館
へ

◎
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

▽
日
時
・
場
所
５
月
空
日
（
土
）

①
午
後
１
時
如
分
②
２
時
細
分
、

関
宿
城
博
物
館
（
入
場
無
料
）

▼
内
容
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
作
品
集

▽
申
し
込
み
不
要

◎
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

▼
日
時
５
月
釦
日
、
６
月
”
日
、

７
月
昭
日
い
ず
れ
も
日
蝿
日
、
午

前
９
時
犯
分
か
ら
（
全
３
厘

▼
場
所
関
宿
城
博
物
館

▽
対
象
・
定
員
３
回
出
席
で
き

る
方
、
先
着
喧
人

▼
参
加
費
３
０
０
０
円

▽
申
し
込
み
方
法
電
話
ま
た
は

直
接
当
館
へ

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
関
宿

城
博
物
館
壷
（
題
１
４
０
０

↓
」

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
で
、

恒
例
の
基
地
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
緑
の
中
、
広
々
と
し
た
基
地
内

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

辮
岫
恥
緋
鯉
祁
刀
切
判
州
表
彰
者
決
ま
る

「
譲
計
の
部
」
市
長
童
作
品
は
手
童
沼
公
園
内
に

や露

第
喝
回
花
埴
コ
ン
ク
ー
ル
・

第
皿
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
会
が
３
月
零
日
に
行
わ

れ
、
次
の
と
お
り
表
彰
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

な
お
、
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー

ル
で
市
長
賞
に
輝
い
た
番
場
さ

下総航空基地祭
』
掴

９
一

一
口
】
室
咀
蛆

一

ｍ
閥
凹『

恥

一

躍
一
｛

髄
溢騨矛孝

前夜祭：5月22日(土)午後6時30分
我孫子市民会館

１
画
Ｉ
１
Ｊ
ｉ
Ｉ
Ｉ
‐↓

↑

沖縄エイサー踊り

あ
れ

ん
の
作
品
を
、
手
賀
沼
公
園
内
の

花
壇
に
造
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
鎧
く
だ
き
い
。

◎
第
幅
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

＊
優
秀
賞
：
湖
北
小
学
校
、
布
佐

中
学
校
、
榎
本
菊
次
（
布
佐
下
新

坦
＊
優
良
賞
…
布
佐
小
学
校

つ
く
し
野
北
自
治
会
花
ク
ラ
ブ

＊
努
力
賞
…
根
戸
小
学
校
、
並
木

ま
ち
づ
く
り
の
会
＊
緑
化
推
進

協
力
会
会
長
賞
…
我
孫
子
第
二
小

学
校
、
ひ
ま
わ
り
の
会
（
青
山
台
）

◎
第
荊
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

＊
市
長
賞
…
番
場
キ
ク
エ
（
都
）

＊
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
賞
；
相

田
恵
子
（
根
一
巳

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

な
お
、
今
年
は
基
地
祭
の
前
日

に
、
市
民
会
館
で
「
市
民
と
音
楽

の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
市
民
と
音
楽
の
夕
べ
》

▼
日
時
５
月
型
日
（
土
）
午
後
６

時
犯
分
か
ら
８
時
如
分
、
入
場
受

付
は
５
時
如
分
か
ら

▼
場
所
市
民
会
館

亨
内
容
海
上
自
術
隊
械
須
賀
音

楽
隊
の
演
奏
、
八
戸
華
炎
太
鼓
、

沖
縄
エ
イ
サ
ー
踊
り
ほ
か

▼
入
場
料
無
料

《
下
総
航
空
基
地
祭
》

▽
日
時
５
月
零
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
海
上
自
術
隊
下
総
航
空

基
地
（
沼
南
町
藤
ヶ
谷
）

▼
内
容
航
空
機
の
展
示
、
体
験

搭
乗
（
抽
選
）
、
落
下
傘
降
下
、

音
楽
隊
の
演
奏
、
防
衛
大
学
生
に

よ
る
ド
リ
ル
演
技
な
ど
（
天
候
等

の
状
況
に
よ
り
、
催
し
物
の
一
部

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
入
場
料
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
下
総
教
育
航
空

群
広
報
室
愛
虹
）
２
３
２
１

↓
↑

国

－
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WFFｶー ビﾝ講座受講生 弓道教室受講生県知事杯争奪囲碁大会

圓 ”
｜

|藻競節

す
こ
や
か
ち
や
ん

し日時5月30日から毎週日曜日

午前9時30分から正午(全10回）

し場所布佐下多目的広場内弓道

場

し対象・定員高校生以上で市内

在住の初心者、10人（性別問わず

応募者多数の場合は抽選）

し参加費1000円(10回分）

※用具は貸し出します。

し申し込み．問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、弓道教室を明記し、5月11

日（火必着）までに我孫子1684

教育委員会体育課容(85)1151へ

シ日時5月30日から7月までの

日曜日、午後1時30分から4時

(全5回）

し場所湖北地区公民館

惨参加費2000円（材料代）

し持参筆記用具、定規、ごみ袋

し申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館盃(88)4433へ

し日時5月9日(日)申し込み

受付…午前8時50分から9時20分

し場所中央公民館

し競技方法スイス方式5クラス

レ参加費2000円（昼食代含む）

し問い合わせ山口壷(88)1418〆

’第19回我孫子華道連盟展

し日時5月8日(土)午前10時30

分から午後5時、5月9日(日)午

前‘10時30分から午後4時

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ柴田壷(88)7092

’湖北新体操クラブ会員
,練習日毎週土曜日午後5時か

ら6時30分

し場所湖北小学校体育館

し対象小学1年生から6年生

し会費月額1700円

し申し込み・問い合わせ電話で

青野a(88)2372'､(午後7時以降）

匿園 圃 回
I
D

I
Enjoy手賀沼！

腰曰時5月9日（日）午前9時か

ら午後3時（雨天実施）

し場所手賀沼親水広場

し内容手賀沼探烏会、ぐるり手

賀沼探検、白山中学校ミニコンサ

ート、稚魚放流、豚汁サービス

(はし、お椀、昼食などは持参）

し参加費無料（手賀沼探鳥会は

資料代として100円）

伝問い合わせ実行委員会小野壷

(82)6162

F＝一言更一

’|子どもクッキング 戸田義明ビｱﾉﾌｧﾝﾀジー ブ
員 ’

バドミントンクラ
コスモス会

|ノLu客鋤”ｰ’”〆'一〆一

ヶ日時・場所6月6日(日)午後

2時開演、湖北地区公民館

伝演奏曲目夕暮の白塔、アラン

フェス詩情、ラクンパルシータ

マラゲーニアほか

惨入場料4500円（全自由席）

し問い合わせ佐藤壷(87)0135

クッキーとカツサンドでピクニ

ック気分を楽しもう。

修曰時5月22日(土)午前9時30

分から午後0時30分

，場所湖北地区公民館

し対象。定員小学生、先着25人

惨内容アーモンドクッキー、カ

ツサンド、フルーツゼリー

，参加費500円（当日持参）
きん

，持参エプロン、三角巾、タオ

ル、ふきん、台ふきん

'申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館念(88)4433へ

|毒胤竪聖きう婆雲’
し日時5月30B(B)午前7時、

市役所本庁正面玄関前出発

レコース太東漁港から一宮海岸

までの約7m（荒天中止）

し定員80人（応募多数時は抽選）

し参加費300円(昼食各自持参）

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号行事名を明記し、5月10日

(月・必着）までに我孫子1684教

育委員会体育課容(85)1151へ

似練習日毎週月曜日･･･午前10時

から午後1時、金曜日…午前10時

から正午

修場所市民体育館

惨会費月額1500円

し問い合わせ電話で松永壷(87）

1308

’布佐台幼稚園
にこにこ教室参加者

幼稚園の友だちや先生と月1回

いっしょに遊びませんか。

伝曰時5月8日から11月までの

土曜日、午前10時20分から11

時20分頃（全7回）

惨対象幼稚園に就園していない

2歳から4歳までの幼児と保護者

シ参加費1000円(7回分）

し持参上履き

し申し込み・問い合わせ電話で

布佐台幼稚園壷(89)0231'K

’’自動伴奏付き中高年用
ミニ。キーボード講習会

英語で話す会会員

’
あびこ子どもま~うり
-みんなで絵を描こう‐

し日時5月20B(木)、27B(木)、

午前10時から正午

惨場所天王台北近隣センター

し対象中高年の方（楽譜が読め

なくても大丈夫です）

し定員先着20人

し参加費1回300円（楽器は無

料でお黄しします）

し申し込み・問い合わせ電話で

福原壷(84)4712へ

’ 英会話を楽しみませんか。語学

力、年齢、国籍は問いません。

し日時5月8日(±)午後1時か

ら3時（以降定期的に開催）

し場所市民会館（参加費無料）

し定員先着10人

し申し込み・問い合わせ電話で

白川壷(88)6986へ

クロアチア共和国で開催される

｢世界こどもの祭典」に出展する

寄せ書きの絵(3m×5m)を描

きます。幼稚園児から高校生まで

汚れてもよい服装で集まってね。

，日時5月9日(日)午前10時か

ら午後3時（参加費無料）

し場所手賀沼親水広場｢水の館」

，持参弁当、水筒、絵の具筆、

お椀（豚汁サービスがあります）

し問い合わせ田渕壷(83)9804

第13 回九十九里
はだしで歩こう大会

小・中・高校生国際交流
夏期海外派遣参加者

海外の友だちとの交流や異文化

での生活体験を通じて、自分の世

界を広げてみませんか。

レコースアメリ カ、カナダ、オ

ーストラリア、シンガポールなど

似応募期限6月10B(木)<中学

生高校生対象で選考試験のある

コースは5月24日(月)まで〉

惨資料請求・問い合わせ（財)国

際青少年研修協会壷03(3359)8421

’ ’2等睦｡海’空士自衛官

’
TEPCOさわやかセミナー
｢幸福へのパスポート」 ’

"

伝資格18歳以上27歳未満の男子

少初任給16万3000円から

※申し込み方法など、詳しくは自

衛隊柏募集案内所壷(63)6884へ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

似日時・場所6月20B(B)午後

2時から3時30分、さわやかちば

県民プラザ（入場無料）
ようこ

し講師阿木耀子（作詞家）

し定員450人0芯募者多数の場合

は抽選）

少申し込み・問い合わせハガキ

（1枚で2人まで）に住所、氏名、

年齢、電話番号、同伴者氏名を明

記し、6月4日(金・必着)までに

〒277-8560柏市新柏1の13の2

東京電力柏営業所「TEPCOさわ

やかセミナー」係云(94)2223へ

’我孫子の文化を守る会
第19回文化講演会 ｜

腰日時。場所5月16日(日)午後

2時から、市民会館（入場無料）

陰内容我孫子・歴史風土と文化

財

し講師関忠夫（市史編さん委員・

市文化財審議会委員長）

し問い合わせ三谷a(83)1077

Ⅱ
脾
口
ｒ
ｌ
ｌ
６
Ｐ
０
１
１ 岳人あびこ公開登山

’日程6月5日(土)から6日

(日)の1泊2日（小雨実施）

，行先両神山（秩父）

紗対象。定員2日間（延べ9時

間）の歩行が可能な方、先着20人

惨参加費1万5000円帽泊費等）

惨ｵ寺参弁当、雨具、山小屋での

宿泊装備

し申し込み。問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を明記し、5月10B(月

必着）までに青山台3の11の3中

村隆泰壷(84)1758へ

’ ’第14回鳩美会油絵展
今月の休館巳

し日時5月14日(金)から5月19

日(水)、午前10時から午後6時

(14日は午後1時から、19日は午

後5時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

い問い合わせ田崎壷(82)0826

市民図書館3(祝)､6(木)､10(月)､11(火)､17(月)､24(月)､31(月）

中央･湖北地区公民館3(祝)､4(体)､5(柵､10(月)､17(月)､24(M)､31(月）

鳥の博物館6(水)､7(金)､10(月)､11(火)､12(水)、

市民プラザ13(水)､20体)|17(M)､24(月)､31(月）
市民会館4(体)､10(月)､17(月)､24(月)､31(月）

瞳 醗 唾 圃
6(水)､7(金)､10(月)､11(火)､12(水)、

'3(水)､20体)|'7(M)､24(月)､31(月）１
１並木卓球クラブ会員

,練習日日曜日･･･午前10時から

午後0時30分、水曜日…午後7時

から9時

似場所並木小学校体育館

し会費年額5000円

し申し込み・問い合わせ電話で

尾張壷(83)3146へ（午後5時以降）

つつじ荘・

西部福祉センター

3(祝)､4(体)､5(祝)､10(H)､11(火)､17（月）

24(月)､25(火)､31(月）我孫子謡曲連合
第16回発表 ’

一
室
《
垂 市民体育館'31(月）

－－

し日時5月16日(日)午前10時開

演（入場無料）

し場所湖北地区公民館

1

1

1|菫曼皇ﾁー助ﾂﾌ卓漱会 相談等
h

内容日時場所問い合わせ

法律樋談(予約制'WWW)脇繍憲広鞭広聴諜
※予約は、5月6日(木)8:30から電話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制)'21(金)'0:00~15:001市民相談室|課税課
※予約は、5月17日(月)8:30から電話で課税課へ。

人権相談27(木)10:00~15:00福祉総合相談室生活支援課

行政相談27(木)10:00~12:00市民相談室広報広聴課

不動産相談住宅相談14(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談10(月)10:00~15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予約制）12(水)13:30~15:30福祉総合相談室福祉総合相談室

健康相談7(金)'0:00~'1:'5つつじ荘つつじ荘
14(金)10:00~11:15西部福祉センター西繩祉ｾﾝﾀー

繊づくりうんどう鱸21(金)10:00~11:00冠錨姻内うんどう細保健センター

健康.生きがいづくり11(火)10:30~16:00ふれあい禍祉センター
相談(予約制）25(火)10:30~16:00（社会繩|臓会|iかい）

10（月）9:00~15:00保健センター社会福祉

心配ごと相談17･31(月)9:00~15:00ふれあい桶祉センター協議会
24（月)9:00~15:00布術ii民センター本館

結婚相談16(日)10:00~14:00社会福祉協議会

惨日時。場所5月30B(B)午前し場所湖北地区公民館
かなわ

9時受付、市民体育館し演目西行桜、鉄輪ほか

傍種目2W3Sによる男女別団，問い合わせ観世流…市川容

体戦（登録は4人から7人まで）（82)4336、宝生流･･･圧田査(88）

，参加費1チーム4000円3245

鮭鶴冒薑空名鳴｜吟詠剣舞大会
者の住所．氏名．電話番号、参加伝日時5月9日(日)午前10時開演

者全員の氏名を明記し、5月14日，場所市民会館（入場無料）

（金必着）までに天王台1の1桜問い合わせ津川壷(82)3426

瀞鎖零饗''瀞羅驚皇
し日時。場所5月30日(日)午前後1時、夜の部午後5時30分

9時開始、並木小学校体育館’場所松戸森のホール21

少参加費1チーム3000円，内容パネルディスカッション

，申し込み。問い合わせ電話でにしきのあきらコンサートほか

5月20B(木)までに大竹壷(82)※入場料、申し込み方法など詳し
どど

2 271へ＜は百々壷 ( 8 3 ) 6 9 2 0 / ､

市民相談室

(西別館3階）
広報広聴課法律相談(予約制）

’湖北剣友会会員

修練習日・場所毎週日曜日午前

9時から11時、湖北小学校体育館

修対象小学生以上

し会費月額1500円（入会金2000

円）

し申し込み・問い合わせ電話で

高木壷(87)1684へ

吟詠葵､舞大会

青少年健全育成のための
講演会・チャリティコンサート 健康相談

家庭婦人オープン
ーボール大会

萸馴道運照会員
『

似練習日・場所毎週日曜日午前

9時から、中央公民館仮設青年館

し会費年額1万円（入会金1000

円）

し申し込み・問い合わせ電話で

藤盛云(83)0698へ

健康･生きがいづくり
相談(予約制）

ふれあい福祉センター
(社会福祉|臓会|1かい）

社会福祉

協議会心配ごと相談

この広報紙は再生紙を使用しています

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
日硴当番医・1週間の行事

厩侭馴3131

テレホンガイド 恐【'85崎0伽］

ﾌｧｸｽガイド 国(8鋤6000


